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＜報道関係各位＞                              2022 年 2 月 24日 
大阪経済大学 

 
大阪経済大学×福祉事業所が連携し、地域の課題解決！ 

様々な能力をもつ福祉事業所と、地域住民や中小企業のニーズを結び付ける 

「ビジネス・マッチング・プラットフォーム」の運営を開始 
～第１弾は、幼稚園の入園準備用品オーダーサービス～ 

 

大阪経済大学（学長：山本俊一郎／所在：大阪市東淀川区大隅 2-2-8）は、福祉事業所と地域のニーズを

結び付ける「ビジネス・マッチング・プラットフォーム」の運営をスタートし、第１弾として幼稚園の入園

準備用品オーダーサービスを 2021 年 12 月から実施しましたのでお知らせします。 
 

■大学と福祉事業所が対等な立場で連携。「支援」でなく「パートナーシップ」のもと継続的な関係を。 

2021 年 8 月、情報社会学部・浅田拓史准教授と学生が取り組む福祉事業所の課題解決を目指す研究の一

環で「福学地域連携プロジェクト」をスタートしました。コロナ禍で実践的な学びの機会を失っていた浅田

ゼミの学生たちが、同じくコロナ禍でイベント等の販売機会を失った福祉事業所を見つけてきたことがきっ

かけでした。 

多くの障がい者が働く就労継続支援Ｂ型事業所の平均工賃は、月額 15,776 円・時間額 222 円（令和 2 年

度全国平均）と低く、障がい者が自立した生活を送るためには工賃向上が大きな課題となっています。そこ

で、ビジネスや経営を学ぶ学生らが共に何ができるかを考え、課題解決に向けて取り組んでいます。 

プロジェクトの一つとして 2021 年 11 月から月１回、大学内で福祉事業所の自主製品を販売する「くすの

きエール・マルシェ」を開催しています。連携した 13 カ所の福祉事業所に販路を提供するとともに、学生

にとっては、事業計画の立案や小売ノウハウの習得といった実践的な学びの機会となっています。 

■福祉事業所と地域のニーズを結び付ける「ビジネス・マッチング・プラットフォーム」の運営を開始。 

 大阪経済大学では、さらに福祉事業所の安定的な収益確保に向けて、

様々な能力を持つ福祉事業所と地域住民や中小企業のニーズを結び付ける

「ビジネス・マッチング・プラットフォーム」の運営を開始しました。こ

のプラットフォームの役割を担うのは、地域に根差した大学こそが最適で

あり、学生にとっても大きな学びになると考えました。 

また、福祉事業所とビジネスをつなぐサポートには専門的な知識をもっ

た人が必要です。大阪経済大学には中小企業診断士登録養成課程を中心と

した卒業生のネットワークがあり、これを活かした支援体制を構築するこ

とができると考えています。 

■第１弾として、忙しい新入園児の保護者の声をもとに「入園準備用品オーダーサービス」を開始。 

2021 年 12 月よりビジネス・マッチングの第１弾として、小松幼稚園

（大阪市東淀川区）の新入園児を持つ保護者を対象とした入園準備用

品のオーダーサービスを実施。縫製技術を持つ福祉事業所「ミシン工

房 道の空」（東淀川区）が、保護者が用意した生地を預かり、入園に

必要な着替え袋や上靴袋などの製作を請け負うというものです。この

取り組みの中で、学生は説明動画の作成とお渡し会に参加しました。 

2 月 5 日（土）小松幼稚園で注文者への製品受け渡しを行い、福祉事

業所の作り手からは感謝のメッセージが添えられました。保護者らか

らは「子どもが新しい生活をするにあたって、手作りの方が喜んでもらえると思いオーダーしました」「揃

えるために買いに行くのも大変。子どもが選んだ好きな柄で作ってもらえるのが魅力だった」といった声が

寄せられました。今後近隣の幼稚園へと更なる販路拡大を目指します。 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

大阪経済大学 経営企画部広報課 高濱 ℡：06‐6328‐2431  Mail: kouhou@osaka-ue.ac.jp 
大阪経済大学 広報デスク（ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ･ﾎﾞｰﾄ内）山村・古川・福嶋 ℡：06‐4391‐7156 

https://www.osaka-ue.ac.jp  
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第１回 入園準備用品オーダーサービス 実施概要 

 

■注文受付期間：2021 年 12 月 1 日～2021 年 12 月 27 日 注文フォームより受付 

■製品受け渡し：2022 年 2 月 5 日（土）10：30～12：00 場所：小松幼稚園 注文者数：８名 

■製    造：株式会社 道 ミシン工房 道の空（就労継続支援Ｂ型事業所） 

住所：大阪市東淀川区菅原 4 丁目 11-1 ビスタ新庄ハイツⅡ201 号室 202 号室 

https://michinosora.co.jp/ 

■協    力：学校法人 専念寺学園 認定こども園 小松幼稚園 

住所：大阪市東淀川区小松 3-5-15 

http://www.komatu-kindergarten.ed.jp/ 

■コーディネート：大阪経済大学 情報社会学部 浅田拓史ゼミ生 1 名 

■アドバイザー：中小企業診断士 若岡聡子氏（中小企業診断士登録養成課程 修了生） 

■製 品： ・基本の６点セット 4,500 円（税込） 

             絵本袋、上靴袋、座布団、着替え袋、巾着袋（コップ・箸）、巾着袋（お弁当） 

         ・洗い替え・預かり保育用オプション 

              着替え袋 500 円（税込）、巾着袋（コップ・箸）400 円（税込） 

■サービス紹介動画ＵＲＬ： https://www.youtube.com/watch?v=Pkd480V0qwY 

 
＜オーダーメイドサービスを利用した保護者の感想＞ 

・裁縫が苦手で自分では作ることができないのですが、子どもが新しい生活をするにあたって、手作り

の方が喜んでもらえるのではと思い、オーダーしました。 

・年度末の立て込む時期に、小物を揃えるために買いに行くのも大変だし、子どもが選んだ好きな柄で

作ってもらえるというのが魅力でした。これなら気に入って使ってくれそうです。 

 
＜「ミシン工房 道の空」 木村優介さんのコメント＞ 

今回のオーダーメイド事業は、作り手がとても喜んでいます。生地の柄や小物のサイズから、使って

くれる人を思い浮かべて作れる幸せをかみしめていました。今日のお渡しの時に、親子が喜んでくれて

いたことを伝えたいと思います。 

福祉事業所として、新しい取り組みは緊張の連続でしたが、浅田先生や中小企業診断士の若岡さんに

全力でフォローしていただき感謝しています。特にその場その場でアドバイスをいただけるのがありが

たかったです。 

くすのきエール・マルシェで、「作ったものを売る」のもよい経験になりましたが、今回のオーダー

メイドサービスでは、「使う人のことを考えて商品（作品）を作る」ことに真剣に向き合い、妥協せず

試行錯誤を重ねました。目標をもって一丸となれば、自分たちにもできることがあるんだという希望を

持てるようになりました。 

＜浅田拓史ゼミ 3 年生 内橋洋喜さんのコメント＞ 

販促動画に出演し、当日お渡しを手伝いました。くすのきエール・マルシェをはじめとした販売会で

は、自分たちから売り込みにいかないとお客様に理解してもらえません。でもオーダーメイドだと、商

品のことを理解して注文してくれたお客様が足を運んで来てくれる。それが新鮮でした。 

そして、福祉事業所利用者さんたちの反応をみていて、作り手にとって、使う人が見えるとやる気が

出るのだと気づきました。注文してくれて、使ってくれてありがとうと手紙を書きたくなるほどの喜び

だったようです。 

また、同世代だけの目線では思いつかないことが、浅田先生や若岡さん、木村さんなど大人の視点に

触れると色々なアイデアが出てくることが、私にとって刺激的でした。 

http://www.osaka-ue.ac.jp/
https://michinosora.co.jp/
http://www.komatu-kindergarten.ed.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=Pkd480V0qwY

